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千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
濁
逸
民
事
訴
訟
法
の

改
正
に
就
て

宮
　
崎

澄
　
夫

（薯61）

　
去
る
千
九
百
三
十
三
年
十
月
二
十
七
日
の
「
民
事
訴
訟
法
手
綾
の
改
正
に
關
す
る
法
律
」
は
濁
逸
民
事
訴
訟
法
に
重

大
な
る
改
正
を
齎
し
泥
。
勿
論
そ
れ
以
前
に
於
て
も
千
九
百
二
十
四
年
の
改
正
以
楽
幾
多
の
新
法
令
が
登
布
せ
ら
れ

て
ゐ
る
が
、
こ
の
千
九
百
三
十
三
年
十
月
二
十
七
日
の
法
律
は
其
改
正
の
根
本
精
帥
に
於
て
竜
亦
其
の
個
々
の
改
正

規
定
に
於
て
も
誠
に
意
義
深
き
も
の
で
あ
る
芝
信
ず
る
の
で
、
鼓
に
其
の
大
要
を
紹
介
し
併
せ
て
一
、
二
の
意
見
を

述
べ
ん
ε
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
吾
人
は
先
づ
≧
の
改
正
法
律
の
根
本
精
紳
が
何
れ
に
在
ウ
や
に
付
蓮
べ
、
然
る
後
に
改
正
せ
ら
れ
た
る
個
々
の
規

定
に
付
共
の
重
要
な
る
鮎
を
記
す
こ
ピ
に
し
や
う
。

　
　
　
　
　
　
第
一
章
　
改
正
の
根
本
精
憩

　
　
　
　
千
九
百
三
十
三
宰
十
擢
の
溺
蜘
恥
亭
訴
舩
法
の
改
正
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



勢艶（

　
　
　
　
千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
獅
逡
昆
廓
翫
訟
法
の
改
疋
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
＝
一

　
改
正
の
根
本
精
紳
が
何
れ
に
あ
る
や
を
知
る
が
爲
に
は
、
我
々
は
是
非
ε
も
改
皿
法
律
の
前
文
及
理
由
書
を
一
護

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
先
づ
前
文
か
ら
述
べ
る
こ
ξ
に
し
や
う
。
曰
く
『
國
民
的
な
裁
到
は
、
其
の
訴
泌
手
綾
が
溶
易
に
國
民
に
理
解
し
得

ら
る
、
ε
同
時
k
、
確
實
に
し
て
而
も
題
速
な
る
構
利
保
護
を
奥
ム
る
こ
ピ
を
得
る
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
當
事
者
及
英
の
代
理
人
は
、
裁
判
が
輩
に
良
己
に
の
み
な
ら
ず
同
時
に
、
而
も
塞
ξ
し
て
國
民
全
饒
の
権
利
の
保

詮
に
役
立
つ
べ
き
こ
ピ
を
常
に
念
頭
に
置
か
ね
ぱ
な
ら
粗
。

　
如
何
な
る
當
事
考
も
、
不
眞
實
に
よ
つ
て
裁
到
所
を
迷
は
し
め
て
は
な
ら
臓
ξ
同
時
に
．
悪
意
着
く
は
過
失
に
よ

つ
｛
訴
訟
を
邊
延
せ
し
あ
因
つ
て
裁
劃
所
に
無
盆
な
る
勢
力
を
掛
け
る
≧
ε
を
許
さ
れ
な
い
。
何
人
も
穫
利
の
保
護

を
請
求
し
得
み
ピ
同
時
に
、
誠
實
且
つ
注
意
深
き
訴
訟
の
實
施
に
ょ
9
．
裁
釧
斯
を
し
て
梅
利
の
機
見
を
容
易
な
ら

し
め
る
義
務
を
負
ム
も
の
で
あ
る
。

　
裁
朔
官
の
任
務
は
．
一
面
に
於
て
訴
訟
を
殿
格
に
指
揮
す
る
ε
共
に
、
飽
方
に
於
て
、
嘗
事
者
ε
密
接
に
接
鯛
し

由
つ
て
以
て
凡
ゆ
る
訴
訟
を
根
本
的
に
準
備
し
、
可
及
的
輔
同
の
回
頭
郷
論
に
於
て
審
情
を
明
か
に
し
且
判
決
を
爲

し
得
る
や
う
努
力
す
る
ヒ
ε
に
存
す
る
。
故
に
裁
鋼
官
は
．
實
質
上
巳
む
を
得
ざ
る
場
合
の
外
、
辮
論
を
延
期
す
る

Z
ε
を
避
け
且
時
機
に
後
れ
た
る
提
出
に
因
つ
て
訴
訟
の
遅
延
す
る
こ
ε
を
防
止
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。



（263）

　
以
上
の
如
く
に
し
て
始
め
て
、
完
全
な
る
ロ
頭
主
義
ε
直
接
審
理
主
義
ε
に
依
る
活
き
π
手
績
が
可
能
で
あ
う
、

斯
る
手
績
の
み
が
、
裁
判
官
を
し
て
確
實
の
現
實
な
る
登
見
を
可
能
な
ら
し
め
。
旦
そ
の
結
果
に
付
當
事
者
の
理
解

ε
信
頼
ε
を
威
得
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
き
諸
種
の
目
的
を
達
せ
ん
が
爲
め
に
は
、
現
在
の
法
律
が
認
め
た
る
手
段
を
一
履
張
固
に
す
る
ご
共
に

禽
手
績
に
他
の
適
當
な
る
改
正
を
加
ム
る
の
必
要
あ
る
を
認
め
政
府
は
以
下
の
法
律
を
制
定
し
だ
う
」
ε
。

　
次
に
狸
由
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
千
九
百
三
十
三
年
十
一
月
二
日
の
官
報
を
以
て
司
法
大
臣
か
ら
登
表
せ
ら
れ

た
も
の
で
、
可
成
長
文
で
あ
る
か
ら
此
庭
に
は
軍
に
其
の
要
鐵
だ
け
を
鐸
出
す
る
こ
ご
に
止
め
る
。
即
ち
左
の
如
く

で
あ
る
。

　
「
到
決
手
績
に
於
け
る
指
導
的
原
理
は
、
到
決
の
正
當
な
る
こ
ε
を
出
禦
る
限
ウ
保
鐙
す
る
ε
同
時
に
、
手
績
を
出

來
得
る
限
レ
促
進
す
る
≧
ε
に
存
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
雨
目
的
を
達
す
る
最
竜
適
當
な
る
方
法
は
、
裁
鋼

官
の
嚴
格
な
る
指
揮
の
下
に
訴
謎
賓
料
の
集
中
（
閤
薯
養
釜
．
葺
9
＝
蕊
罎
畠
窃
婁
o
津
¢
）
を
誹
る
こ
ε
、
辮
論
殊
に
超

擦
調
に
關
す
る
直
接
主
義
を
復
活
せ
し
む
る
こ
ε
及
ぴ
形
式
的
な
る
割
限
殊
に
形
式
的
な
謹
擦
規
定
か
ら
裁
鋼
官
を

解
放
す
る
之
ε
等
で
あ
る
。

　
民
事
訴
訟
に
於
け
る
裁
判
官
の
任
務
は
輩
に
裁
鈍
を
爲
す
こ
ε
の
み
に
存
し
其
仙
の
鐵
に
於
て
は
総
て
當
事
者
が

　
　
　
　
千
九
百
三
十
三
年
十
丹
の
鶴
鑑
民
峯
誘
訟
法
の
改
奮
に
蕊
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
菖



（鵠4）

　
　
　
　
千
九
菰
三
十
三
年
十
餌
の
獅
趣
民
礁
訴
訟
法
の
改
蔦
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

手
綾
の
湖
御
権
を
握
つ
て
ゐ
る
ε
云
ふ
考
は
、
既
に
邉
去
の
逡
物
で
あ
る
。
過
ぐ
る
千
九
百
二
十
四
隼
の
民
事
訴
訟

法
の
改
箆
は
根
本
に
於
て
は
右
の
見
解
に
擦
つ
て
ゐ
だ
の
で
は
あ
る
が
、
實
際
に
於
て
、
訴
訟
資
料
の
集
中
ε
手
績

の
促
進
ε
に
關
す
る
規
定
は
、
立
法
者
の
企
圏
し
た
る
が
如
く
に
は
實
現
せ
ら
れ
な
か
つ
忙
。
其
の
原
因
は
、
當
時

に
於
て
は
裁
興
官
の
負
櫓
が
重
す
ぎ
だ
≧
ビ
に
も
在
る
が
、
就
中
辮
護
士
の
多
歎
が
無
意
識
的
惰
性
に
ょ
つ
て
で
は

な
く
、
箏
ろ
意
識
的
に
新
し
い
糟
榊
を
否
定
し
之
に
適
合
し
た
行
動
を
取
ら
な
か
つ
だ
こ
ε
に
在
る
。
然
し
今
日
に

於
て
は
事
情
は
全
く
異
つ
て
ゐ
る
。
蓋
し
新
し
い
猫
乙
國
家
の
立
法
者
の
努
力
が
、
そ
の
根
本
的
糟
紳
に
於
て
、
猫

う
裁
到
官
の
職
に
在
る
者
の
み
な
ら
ず
、
辮
護
士
の
職
に
在
る
者
か
ら
砥
亦
完
全
な
る
理
解
ε
同
意
ε
を
得
る
こ
ε

は
疑
の
な
い
所
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
殊
に
こ
の
こ
ε
は
、
裁
判
所
の
保
護
を
求
む
る
者
は
．
其
の
訴
訟
實
施
に
際

し
て
、
翠
に
個
人
的
な
る
利
盆
を
眼
中
に
置
く
の
み
で
な
く
、
同
時
に
裁
到
斯
を
し
て
そ
の
高
爾
な
る
任
務
即
ち
國

民
に
正
當
で
あ
る
ε
圃
時
に
迅
蓮
な
る
権
利
保
護
を
與
へ
る
ε
云
ふ
任
務
の
態
成
を
容
易
な
ら
し
む
べ
く
必
要
な
る

努
力
を
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
ξ
云
ム
織
に
於
て
然
ウ
で
あ
る
。

　
辮
論
集
中
の
彊
化
ε
手
績
の
嵐
接
主
義
ε
は
改
正
法
の
中
心
識
で
あ
る
。
辮
論
集
中
に
關
す
る
千
九
百
二
十
四
年

の
改
正
法
律
は
弱
き
に
過
ぎ
た
が
故
に
、
本
改
正
法
律
は
第
一
項
目
n
に
於
て
適
嘗
に
之
を
強
化
し
た
（
二
七
九
條

第
二
項
、
五
一
九
條
第
三
項
、
五
二
九
條
）
、
控
訴
審
に
於
．
て
新
な
る
提
幽
の
却
下
さ
れ
る
危
瞼
の
存
す
る
こ
ご
が
、
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第
一
審
に
於
け
る
癖
論
の
集
中
に
有
敷
で
あ
る
こ
ε
は
既
に
勢
働
裁
到
斯
の
手
績
k
於
け
る
纏
験
が
之
を
示
し
て
居

る
。
叉
直
接
主
義
の
立
揚
か
ら
、
受
命
判
事
の
使
用
は
出
來
得
る
限
6
之
を
遊
け
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
受
命
釧
事
の
介

入
に
必
然
的
に
随
伸
す
る
辮
論
醗
縷
調
叉
は
謹
擦
調
の
結
果
に
關
す
る
辮
論
の
分
離
は
合
議
裁
鋼
所
に
於
け
る
手
績

の
逡
行
を
逞
溌
せ
し
む
る
主
た
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。

　
次
に
改
正
法
の
要
顯
は
、
形
式
的
な
鐙
擦
規
定
か
ら
裁
到
官
を
解
放
し
泥
こ
ピ
で
あ
る
。
法
律
は
當
事
者
宣
誓
、

評
便
宣
誓
及
び
提
出
宣
誓
の
制
度
を
屡
止
し
て
、
鐙
人
訊
問
類
似
の
方
法
に
依
る
常
事
者
本
人
訊
問
の
制
度
を
探
用

し
把
。
詮
人
叉
は
鑑
定
人
の
訊
問
に
際
し
て
宣
誓
を
爲
さ
し
む
べ
き
や
否
や
も
、
自
由
心
謹
の
原
則
に
依
ウ
、
出
寒

得
る
限
う
裁
到
官
の
自
由
に
任
し
た
。

　
第
一
三
八
條
第
一
項
に
捕
入
さ
れ
た
「
當
亭
者
ハ
事
實
上
ノ
事
情
一
一
關
ス
ル
陳
蓮
ヲ
完
全
晶
且
翼
實
昌
從
ッ
テ
爲

テ
サ
ル
可
ラ
ス
」
ε
の
規
定
は
一
般
的
、
根
本
的
な
意
味
を
有
す
る
。
古
い
手
綾
に
於
て
、
稀
な
ら
ず
唱
へ
ら
れ
て

ゐ
た
、
嘗
事
者
は
盧
言
を
述
ぶ
る
権
利
あ
ウ
、
そ
の
虚
言
ざ
闘
ム
こ
ε
は
相
手
方
の
仕
事
で
あ
る
ε
云
ふ
考
は
、
新

し
ψ
國
家
に
於
て
は
許
さ
れ
ざ
る
斯
で
あ
つ
て
、
こ
れ
こ
の
法
律
に
於
て
、
訴
訟
に
於
て
も
亦
當
事
者
は
誠
實
に
戦

は
ね
ぱ
な
ら
瞬
こ
ご
を
宣
書
す
る
所
以
で
あ
る
。
明
文
を
以
て
之
を
規
定
す
る
こ
ビ
は
、
就
中
、
訴
訟
代
理
人
ビ
當

事
者
ビ
の
關
係
に
付
實
盆
が
あ
る
。
即
ち
辮
護
士
は
、
假
令
委
託
者
π
る
本
人
の
主
張
で
あ
つ
て
も
、
そ
れ
が
奨
實

　
　
　
　
　
千
九
百
翼
十
競
年
十
”
の
燭
逸
民
事
訴
訟
法
の
改
正
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
獅
』
遇
民
購
訴
訟
法
の
改
正
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
六

な
ら
ざ
る
場
合
に
は
之
を
主
張
す
べ
き
で
は
な
い
。
之
に
勢
す
る
蓮
反
は
辮
護
士
法
に
よ
つ
て
之
を
露
髄
し
得
る
で

あ
ら
う
。
叉
反
封
に
辮
謹
士
は
、
そ
の
翼
實
な
ら
ざ
る
≧
蜜
k
付
確
信
を
有
す
る
講
實
を
主
張
せ
ぎ
夢
し
ε
す
る
も

何
等
の
費
任
を
負
ム
も
の
で
は
な
い
。
」

　
理
由
書
の
中
総
論
ξ
題
す
る
も
の
の
趣
旨
は
大
略
右
の
通
う
で
あ
る
。

　
扱
我
々
は
右
の
前
文
及
理
由
書
か
ら
何
を
観
取
す
る
こ
ε
が
出
奈
る
で
あ
ら
う
か
。

　
私
は
先
づ
、
立
法
者
が
民
事
訴
訟
に
於
け
る
二
個
の
重
且
大
な
る
要
求
を
明
に
し
π
こ
慮
を
看
愚
し
得
な
い
も
の

で
あ
る
。
二
個
の
要
求
蜜
は
何
ぞ
、
他
な
し
、
眞
實
の
登
見
及
手
績
の
迅
蓮
が
之
で
あ
る
。
こ
の
二
個
の
も
の
は
翫

訟
自
燈
の
目
的
で
は
な
い
。
・
訴
議
の
目
的
は
、
梅
利
關
係
の
概
念
的
形
成
並
に
現
實
的
形
成
に
存
す
る
。
叉
こ
の
目

的
に
封
す
る
手
段
で
も
な
い
。
乙
の
目
的
に
封
す
る
手
段
は
、
裁
判
自
禮
又
は
軌
行
行
爲
に
外
な
ら
な
い
。
必
畢
翼

實
の
搬
見
及
手
績
の
迅
速
は
聯
訟
手
績
自
艘
の
持
つ
要
求
な
の
で
あ
る
。
即
ち
翫
瓢
が
興
の
理
念
に
從
つ
て
持
2
性

質
で
あ
う
、
現
實
の
飾
訟
が
か
、
る
煙
質
を
具
ム
ベ
し
ε
の
顯
よ
φ
之
を
曇
へ
ぱ
、
そ
れ
は
即
ち
要
求
な
の
で
あ
る
。

而
し
て
こ
の
要
求
は
、
原
則
ε
し
て
實
饅
上
の
穰
利
關
係
を
、
概
念
的
叉
は
現
實
的
に
形
成
す
る
こ
ε
を
目
的
ε
す

る
訴
訟
の
本
質
よ
ウ
當
然
毅
生
す
べ
き
根
本
的
要
求
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
敬
正
法
律
の
立
怯
者
が
、
翼
實
の
登
見
を
以
て
民
事
訴
訟
の
嬰
求
ε
爲
し
た
こ
ε
は
．
前
記
前
文
中
k
『
翼
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實
の
確
實
な
る
験
見
（
oo
8
ぎ
冨
団
算
ご
茜
・
耳
箋
魯
『
ぎ
ε
』
ε
云
ム
言
葉
を
使
用
し
て
居
る
鮎
に
於
て
極
め
て
明
白

で
あ
番
が
、
樹
我
々
は
前
文
及
理
由
書
の
至
る
駈
に
於
て
、
右
の
趣
旨
を
窺
知
す
る
に
難
く
は
な
い
。
元
楽
、
民
事

訴
訟
に
於
て
は
刑
事
訴
瓢
法
に
於
け
る
ε
異
う
所
謂
形
式
的
翼
實
を
以
て
浦
足
す
♂
．
し
ε
の
議
論
は
可
成
廣
く
行
は

れ
π
慮
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
こ
の
形
式
的
其
實
な
る
考
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
も
血
當
で
は
な
い
。
即
ち
、
ω

民
事
訴
訟
に
於
て
は
そ
の
訴
瓢
の
性
質
上
實
質
的
眞
實
登
見
を
志
す
の
必
要
が
な
い
ε
曇
ふ
意
味
に
於
て
唱
、
③
民

事
赫
騒
に
於
て
は
實
質
的
眞
實
機
見
の
要
求
は
あ
る
の
で
あ
る
が
、
辮
論
主
義
が
行
は
る
、
限
昼
に
於
て
は
實
質
的

其
實
の
毅
見
は
不
可
能
で
あ
う
形
式
的
其
實
の
登
見
に
甘
ん
ず
る
の
外
な
く
、
職
樫
審
理
主
義
を
探
る
刑
事
訴
訟
に

於
て
の
み
實
質
的
眞
實
の
毅
見
が
可
能
で
あ
る
ε
云
ふ
意
味
に
於
て
も
、
或
は
叉
偶
民
事
訴
謎
が
辮
論
主
義
を
探
用

し
π
る
は
立
法
者
が
形
式
的
輿
實
の
毅
見
を
以
て
満
足
す
べ
し
ε
爲
し
た
る
も
の
に
外
な
ら
臓
ε
云
ム
意
味
に
於
て

も
何
れ
も
正
當
で
は
な
ψ
。
m
あ
見
解
は
、
梅
利
保
護
の
請
求
に
關
す
る
當
事
者
の
慮
分
梅
を
不
當
に
旗
張
し
て
、
嘗

事
者
は
其
實
に
關
し
て
も
亦
塵
分
横
を
有
す
る
も
の
ε
な
す
に
外
な
ら
な
い
。
民
泰
訴
訟
が
原
期
ε
し
て
私
法
上
の

権
利
叉
は
法
律
關
係
の
具
饅
的
形
成
を
目
的
ε
す
る
も
の
な
る
こ
ε
疑
な
く
、
而
も
、
箆
在
に
於
け
る
私
法
關
係
に

封
す
る
一
般
の
考
に
依
れ
ぱ
、
訴
を
提
起
す
る
ε
否
ε
、
叉
如
何
な
る
範
園
に
於
て
之
を
提
起
す
る
ε
、
將
叉
一
旦

爲
し
π
る
訴
を
取
下
ぐ
る
ビ
は
原
則
と
し
て
當
事
者
の
自
由
k
任
ず
べ
き
こ
ε
勿
論
で
あ
る
が
、
≧
れ
が
爲
民
事
訴

　
　
　
　
　
千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
獅
漁
一
民
嵐
甲
訴
訟
法
の
改
“
正
に
瀞
蜘
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
士
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千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
獅
邊
毘
寧
訴
訟
法
の
改
正
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

譲
に
於
て
は
、
實
質
的
眞
實
を
登
見
す
る
の
要
な
し
ε
な
す
の
は
、
誤
れ
る
竜
甚
し
き
も
の
ε
去
は
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
の
の
　
　
の
ゆ
　
ゆ
ロ

民
事
訴
訟
は
私
法
上
の
梅
利
關
係
の
形
成
を
目
的
ε
す
る
ε
同
時
に
、
そ
れ
は
叉
國
家
的
、
構
威
的
な
設
備
で
あ
る
。

眞
實
に
反
す
多
こ
ざ
明
白
な
る
に
絢
ら
ず
、
當
事
者
双
方
の
一
致
あ
ム
ε
の
理
由
に
依
ウ
、
裁
興
斯
は
唯
々
諾
々
ε

し
て
之
に
從
ひ
到
決
を
爲
3
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
ε
す
る
時
は
、
裁
剣
官
は
全
く
常
凄
考
の
遣
具
ピ
な
ウ
叉
之
k

愚
弄
せ
ら
る
、
も
の
ε
云
は
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
勿
論
私
入
相
互
の
問
に
於
て
任
意
に
、
債
務
の
存
在
せ
ざ
る
に
辮
濟

を
爲
し
又
は
権
利
の
存
在
す
る
に
拘
ら
ず
之
を
行
使
せ
ざ
る
場
合
に
、
殊
程
の
揚
合
の
外
國
家
が
進
ん
で
之
に
干
渉

す
る
の
要
を
見
な
ψ
が
、
筍
も
常
事
者
が
訴
訟
ε
云
ふ
國
家
的
設
備
を
利
用
せ
ん
ε
す
る
以
上
は
、
双
方
の
輔
致
k

依
う
裁
到
官
を
愚
弄
し
叉
は
訴
騒
を
悪
用
す
る
が
如
き
は
許
き
れ
ぎ
る
塵
で
あ
る
、
訴
訟
法
は
自
自
に
封
し
、
謹
明

の
必
要
を
除
去
す
る
の
敷
力
を
附
興
し
て
ゐ
る
が
、
≧
れ
は
、
當
事
者
が
相
手
方
の
霊
張
が
自
己
に
不
利
盆
な
る
に

も
拘
ら
ず
之
を
認
め
叉
は
之
を
欝
は
ざ
る
鮎
よ
り
見
て
、
右
の
事
實
の
翼
實
な
る
こ
ε
が
輔
般
的
に
認
め
得
ら
る
、

か
ら
で
あ
つ
て
、
決
し
て
、
凄
實
の
眞
鶴
に
付
て
當
事
者
に
庭
分
穫
を
認
め
た
も
の
で
ぱ
な
い
。
故
に
『
自
白
が
翼

實
な
ら
ざ
る
こ
ピ
が
明
臼
な
る
場
合
に
は
裁
剣
所
は
之
に
拘
束
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
』
（
聾
）
。
こ
の
≧
ε
は
叉
請

求
の
馳
棄
或
は
認
諾
の
場
合
に
於
て
も
同
様
で
あ
つ
て
、
拠
棄
叉
は
認
諾
が
論
鯉
法
則
叉
は
脛
瞼
則
上
の
不
合
理
を

包
含
し
、
或
は
顕
薯
な
る
慕
實
に
反
す
る
事
實
を
前
提
ε
す
る
時
は
、
之
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
。
叉
斯
の
如
き
場
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合
は
、
宿
臼
又
は
請
求
の
鋤
棄
若
く
は
認
諾
に
敷
力
を
賦
與
す
べ
き
何
等
の
必
要
を
竜
見
な
い
の
で
あ
る
。
要
す
る

に
¢
Q
の
見
解
は
、
訴
訟
の
本
質
に
封
す
る
認
識
が
十
分
な
ら
ざ
る
こ
ε
、
即
ち
訴
訟
が
私
法
上
の
法
律
關
係
に
關
す

る
も
の
な
る
方
面
の
み
を
見
て
、
之
が
國
家
的
、
穂
威
的
設
備
た
る
ヒ
ε
を
看
過
し
陀
る
の
誤
に
出
ず
る
も
の
ε
去

ム
の
外
猷
な
い
。
③
の
見
解
は
．
翼
實
登
見
は
民
事
訴
訟
の
要
求
で
あ
る
が
、
刑
纂
訴
訟
が
職
櫃
審
理
主
義
を
探
う

乾
乞
藍
異
ウ
、
民
事
訴
訟
は
辮
論
主
義
を
探
つ
た
が
故
に
、
民
事
訴
訟
に
於
て
は
刑
事
訴
訟
ざ
異
ウ
形
式
的
眞
實
登

見
の
み
が
竃
能
で
あ
る
ε
な
す
の
で
あ
つ
て
、
民
事
訴
訟
に
於
て
も
實
質
的
翼
實
腰
見
の
要
求
の
存
す
る
こ
ε
を
認

む
る
霜
ぽ
毘
當
で
あ
る
が
、
職
権
主
義
を
探
用
す
れ
ぱ
翼
實
を
登
見
し
得
べ
く
．
辮
論
主
義
の
下
k
於
て
は
眞
實
を

登
見
す
る
こ
定
を
得
ず
ε
な
す
は
正
嘗
で
は
な
い
。
荊
事
訴
謎
に
於
て
も
職
梅
主
義
を
探
用
す
る
k
も
拘
ら
ず
、
幾

多
の
誤
鋼
事
件
が
存
在
す
る
。
職
権
審
理
主
義
を
探
用
し
た
互
ε
す
る
も
常
に
眞
實
を
登
見
し
得
る
竜
の
で
も
な
く
、

又
辮
論
主
義
を
探
用
し
た
る
が
故
に
常
に
眞
實
の
登
見
が
不
可
能
で
も
な
い
。
爾
主
義
何
れ
竜
翼
實
登
見
な
る
要
求

を
浦
足
せ
し
む
る
の
手
段
で
あ
ウ
、
そ
の
手
段
が
異
な
る
の
は
一
に
訴
訟
物
よ
り
生
ず
る
刑
事
訴
訟
ε
民
事
訴
訟
ε

の
楚
異
k
由
來
す
る
の
で
あ
る
。
哩
職
横
審
理
主
義
即
實
鰹
的
翼
實
襯
見
主
義
、
辮
論
主
義
即
形
式
的
翼
實
曇
見
主

義
ε
誤
解
し
』
（
駐
二
）
職
穂
主
義
さ
へ
探
胡
す
れ
ぱ
眞
實
の
登
見
は
可
能
な
多
ε
考
へ
る
の
は
、
裁
判
官
の
膚
惚
か

學
岩
の
錯
曼
で
あ
る
。
眞
實
登
見
の
要
求
は
如
何
な
る
主
義
に
依
る
も
現
實
に
は
完
全
に
灌
足
せ
し
め
碍
な
い
要
求

　
　
　
　
千
九
一
頁
三
十
三
年
十
月
｛
の
潟
蓮
騰
事
謙
訟
“
滴
の
一
翼
鑑
に
藏
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
九
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千
九
盲
二
昌
十
三
年
十
月
⑳
一
縄
挽
～
民
蹴
甲
齪
脚
訟
皿
漁
旧
の
改
一
疋
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暑
○

で
あ
る
ε
共
に
、
我
々
が
絶
え
ず
其
の
よ
う
多
き
満
足
に
向
つ
て
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
臓
要
求
な
の
で
あ
る
。
最

後
に
③
の
見
解
は
、
訴
訟
の
本
質
を
度
外
競
し
、
手
段
に
依
つ
て
目
的
を
剃
断
せ
ん
ε
し
た
齪
k
幽
た
の
み
な
ら
ず
、

典
の
手
段
も
之
を
正
當
に
理
解
し
て
は
居
な
｝
。
詳
細
は
親
野
氏
要
義
第
三
霧
十
四
頁
及
十
颪
頁
を
滲
照
せ
ら
れ
た

塾
。

　
以
上
蓮
ぶ
る
が
如
く
、
形
式
的
眞
實
擬
見
な
る
言
葉
は
、
如
何
な
る
麿
味
に
於
て
も
、
之
を
使
用
す
べ
き
で
は
な

い
ピ
同
時
に
、
之
に
封
す
る
實
質
的
具
實
ε
云
ム
言
葉
菟
之
を
使
用
す
る
の
必
要
な
く
軍
に
翼
實
の
登
見
ε
曇
ふ
を

以
て
十
分
で
あ
る
。
前
記
改
正
法
律
の
前
文
が
翠
に
翼
實
の
登
見
ピ
云
ふ
露
葉
を
使
用
し
ね
の
は
塞
に
正
し
い
ぜ
云

は
ね
ぱ
な
ら
な
い
o

　
第
二
に
聯
訟
促
進
の
嬰
求
で
あ
る
が
、
≧
れ
は
前
丈
及
び
理
由
書
の
明
ら
か
に
力
畿
す
る
慮
で
あ
ク
、
去
る
我
民

事
訴
訟
法
の
改
正
に
際
し
て
も
大
い
に
唱
へ
ら
れ
た
露
で
あ
る
か
ら
敢
て
多
言
を
要
し
な
い
。

　
右
二
個
の
宴
求
は
現
實
の
訴
訟
が
斯
く
あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
ε
云
ム
鮎
よ
う
立
蓄
す
れ
ぱ
要
求
ε
云
ム
ベ
き
で
あ
る

が，

．
そ
の
要
求
を
浦
足
せ
し
む
る
爲
に
探
ら
る
、
手
段
に
封
し
て
は
目
的
ε
し
て
顯
は
れ
る
。

　
而
し
て
改
正
法
は
右
の
、
訴
訟
の
本
質
よ
う
當
然
登
生
す
ぺ
き
且
そ
れ
自
身
矛
盾
せ
ざ
る
二
個
の
目
的
を
蓮
す
る

爲
左
の
如
き
方
法
を
探
つ
泥
。
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（
一
）
　
訴
訟
費
料
の
集
中

　
（
二
）
　
直
接
主
義
の
張
化

　
（
三
）
　
自
由
心
鐙
主
義
の
徹
底

　
（
四
）
　
奨
實
義
務
の
明
言

　
而
し
て
右
の
抽
象
的
手
段
が
如
何
な
る
規
定
ミ
な
つ
て
表
は
れ
た
か
は
、
次
に
章
を
分
つ
て
蓮
べ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
（
註
一
）
細
野
氏
要
嚢
三
巻
、
十
一
買
o

　
　
（
註
二
）
｝
鐘
3
0
0
猛
毘
当
幽
3
N
三
菅
g
窃
器
〇
一
5
ω
・
装
・

　
　
　
　
　
　
第
二
章
　
改
歪
せ
ら
れ
泥
る
重
な
る
規
定

　
　
　
　
　
　
　
第
榊
鰯
　
訴
謎
賓
料
の
集
中
に
關
す
る
も
の

　
（
イ
）
　
第
二
百
七
十
九
條
第
二
贋

　
改
正
前
に
於
て
は
、
第
二
百
七
十
九
條
は
「
當
事
考
ヵ
時
機
．
昌
後
レ
テ
提
出
シ
タ
〃
攻
撃
防
禦
ノ
方
法
久
之
力

爲
謙
謎
ノ
完
濡
ヲ
逞
廻
セ
シ
ム
ヘ
ク
且
裁
”
剣
所
ア
自
由
ナ
ル
興
翫
昌
從
勘
當
事
者
力
故
意
三
訴
謎
ヲ
邊
延
セ
シ
ム
ル

爲
又
ハ
重
大
ナ
ル
過
失
昌
因
り
之
力
提
出
ヲ
邊
廻
シ
タ
リ
ト
認
ム
ヘ
キ
ト
キ
久
之
ヲ
却
下
ス
ル
3
ト
ヲ
得
」
ε
曇

ム
の
で
あ
る
が
、
改
正
法
は
新
に
そ
の
第
二
項
定
し
て
「
當
事
者
力
準
備
書
面
（
二
百
七
十
二
條
）
ヲ
以
タ
攻
盤
防
禦

　
　
　
　
千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
猫
逡
民
鐘
甲
訴
訟
法
の
改
筑
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



ζ幼2）

　
　
　
　
千
九
一
臼
三
十
三
年
十
月
の
溺
逸
罠
事
騨
訟
法
の
改
正
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ニ

ノ
方
法
ヲ
遍
営
ナ
〃
時
期
端
遜
知
セ
少
リ
シ
場
合
二
於
テ
モ
第
一
項
ノ
條
件
ア
ル
ト
ギ
轟
限
り
之
ヲ
却
下
ス
ル
認
ト

ヲ
得
」
ε
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
從
來
は
嘗
事
者
が
ロ
頭
辮
論
に
於
て
攻
盤
潜
く
は
防
禦
方
法
の
提
出
を
訴
訟

渥
延
の
故
意
を
以
て
か
叉
は
重
過
失
に
因
う
遅
延
し
た
る
揚
合
に
の
み
之
を
却
下
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
改
正
法
に

依
れ
ぱ
右
の
場
合
の
み
な
ら
ず
既
淀
攻
撃
防
禦
の
方
法
を
故
意
叉
は
重
過
失
に
閃
ゆ
準
備
書
面
に
依
つ
て
之
を
櫨
知

せ
ざ
壷
し
揚
合
又
は
遙
當
な
る
時
期
に
撞
知
せ
ざ
う
し
揚
合
に
於
て
も
同
様
の
結
果
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
（
・
）
第
五
百
二
十
九
條

　
第
五
百
二
十
九
條
は
控
蔀
審
に
於
け
る
攻
撃
防
禦
の
方
法
の
提
出
に
關
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
左
の
如
く
改
正
せ

ら
れ
た
。

「
當
事
者
ハ
第
一
審
晶
於
テ
提
出
セ
ナ
リ
シ
攻
撃
若
ク
ハ
防
禦
ノ
方
法
殊
一
一
新
ナ
ル
講
實
及
謹
擦
方
法
ヲ
提
出
ス
ル

コ
塾
ヲ
得
」
。

第
一
審
昌
於
テ
提
出
シ
得
ヘ
カ
リ
シ
攻
撃
防
禦
ノ
方
法
、
鐙
擦
方
法
及
鐙
擦
抗
辮
晶
シ
ヲ
之
ヲ
顧
慮
ス
〃
3
ト
カ
訴

誕
ノ
完
結
ヲ
遅
延
セ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
．
裁
剣
所
ノ
自
由
ナ
〃
確
信
モ
從
ヒ
、
欝
事
者
力
之
ヲ
第
一
審
昌
提
出
セ
ナ

リ
シ
コ
ト
カ
訴
謎
ヲ
邊
延
セ
シ
ム
〃
爲
ノ
故
意
昌
因
ル
毛
ノ
ニ
モ
非
ス
叉
重
過
失
二
因
〃
モ
ノ
轟
モ
罪
サ
ル
3
ト
カ

認
メ
ラ
ー
〃
場
合
昌
限
り
之
ヲ
提
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
ス
。
コ
ノ
規
定
ハ
第
一
審
晶
於
テ
第
二
百
七
十
九
條
、
第
二
百
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七
十
九
條
a
、
第
二
百
八
十
三
條
第
二
項
袖
一
從
ヒ
却
下
セ
ラ
レ
タ
〃
申
出
一
一
之
ヲ
準
用
ス
。

第
二
項
前
段
ノ
規
定
ハ
、
控
訴
人
力
控
訴
審
二
於
テ
提
出
シ
得
ヘ
キ
新
ナ
ル
申
出
ヲ
第
五
百
十
九
條
ノ
規
定
晶
從
ヒ

控
訴
理
由
警
昌
記
載
セ
ヅ
リ
シ
揚
合
一
一
之
ヲ
準
用
ス
。

反
訴
ノ
提
起
ハ
相
手
方
力
同
意
シ
タ
ル
場
合
又
ハ
裁
到
所
力
反
訴
一
一
依
リ
該
手
綾
昌
於
。
7
請
求
ヲ
主
張
セ
シ
ム
ル
ヲ

適
當
ナ
リ
ト
認
メ
タ
ル
場
合
二
限
り
之
ヲ
許
ス
。

被
沓
力
反
封
債
槽
昌
依
ル
相
殺
ヲ
主
張
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
該
相
殺
昌
墓
ク
抗
緋
ハ
原
告
力
之
昌
同
意
シ
タ
〃
揚
合
又

ハ
裁
剣
所
ヵ
舷
髄
訟
手
績
昌
於
テ
之
ヲ
主
張
セ
シ
ム
ル
ヲ
相
當
ナ
リ
ト
認
メ
タ
ル
揚
合
昌
限
り
之
ヲ
許
ス
」

　
右
の
條
文
中
、
第
一
項
の
規
定
は
從
奈
の
遍
ウ
で
あ
つ
て
唯
ξ
§
ざ
ε
云
ム
關
係
代
名
詞
が
島
o
k
愛
つ
た
に

過
ぎ
皿
。

　
改
正
の
重
鮎
は
第
二
項
前
段
k
在
る
。
即
ち
從
前
の
第
二
項
に
於
て
は
、
第
哺
審
に
於
て
提
出
せ
ら
れ
ざ
う
し
攻

撃
防
禦
の
方
法
、
謹
擦
方
法
及
置
擦
抗
辮
は
、
之
を
許
す
に
於
て
は
訴
訟
の
完
結
を
遅
延
せ
し
む
べ
く
且
當
事
者
が

訴
訟
邊
延
の
故
意
を
以
て
叉
は
重
大
な
る
過
失
に
因
ウ
提
毘
せ
ざ
う
し
も
の
ε
誕
め
ら
る
、
ε
き
に
限
歩
之
を
却
下

し
得
べ
ぎ
旨
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
改
正
法
第
二
項
は
、
當
事
者
に
訴
訟
を
遽
延
せ
し
め
ん
ε
の
故
意
竜
な
く

且
重
逡
失
も
な
か
タ
し
≧
ε
の
覆
明
せ
ら
れ
ざ
る
限
垂
裁
到
所
は
之
を
却
下
し
は
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ε
に
定
あ
た
の

　
　
　
　
　
千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
醐
逸
民
事
訴
訟
法
の
改
正
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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千
九
百
三
十
三
隼
十
月
の
獅
臨
罠
峯
訴
訟
決
の
改
毘
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

で
あ
る
。
換
言
す
れ
ぱ
、
從
楽
は
欝
事
者
に
訴
訟
を
握
延
せ
し
む
る
の
故
意
あ
り
し
こ
ε
叉
は
重
過
失
あ
う
し
こ
電

が
認
め
ら
れ
て
初
め
て
之
を
却
下
す
る
≧
ε
を
得
べ
く
且
訴
訟
蓬
延
の
故
意
叉
は
不
提
出
に
關
し
重
逡
失
の
認
め
ら

る
、
場
合
に
於
て
も
新
な
る
提
出
を
却
下
す
る
ε
否
ε
は
裁
剣
所
の
自
由
な
ウ
し
竜
、
改
正
法
に
於
て
は
、
第
一
審

に
於
け
る
不
提
出
が
訴
訟
遅
延
の
故
意
に
出
で
た
る
も
の
に
も
非
ず
叉
重
過
失
に
圏
る
も
の
k
竜
非
ざ
る
こ
ε
が
認

め
■
ら
れ
ざ
る
限
ウ
裁
劃
所
は
必
ず
之
を
却
下
し
物
け
れ
ば
な
ら
澱
の
で
あ
る
。
即
ち
『
從
禦
の
却
下
の
槽
能
は
却
下

の
義
務
冠
菱
委
、
從
奈
は
却
下
が
理
由
づ
け
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
か
つ
だ
の
で
あ
る
が
、
改
正
法
に
於
て
は
、
新
な
る

提
出
を
許
す
べ
き
こ
ピ
が
理
由
づ
け
ら
れ
ね
ぱ
な
ら
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
』
（
融
｝
）
。

　
而
し
て
こ
の
第
二
項
前
段
の
規
定
が
、
第
三
項
に
依
つ
て
、
控
訴
人
が
新
な
る
提
出
を
第
五
百
十
九
條
第
三
項
第

二
號
の
規
定
（
後
蓮
（
ハ
）
灘
照
）
に
從
つ
て
控
訴
理
由
書
に
毘
載
し
な
か
つ
だ
場
合
に
準
用
さ
れ
て
む
る
≧
ε
は
盗
法

蜜
同
様
で
あ
み
が
．
前
述
の
如
ぐ
そ
の
準
用
せ
ら
る
、
第
二
項
前
段
の
内
容
が
麗
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然

其
の
限
度
に
於
て
箪
三
項
の
内
容
が
痩
更
さ
れ
て
ゐ
る
鐸
で
あ
る
。
即
ち
控
騨
人
が
控
訴
理
由
書
に
第
五
百
十
九
條

の
規
定
が
命
ず
る
如
く
記
載
せ
ざ
ウ
し
新
な
る
提
出
は
、
訴
訟
を
蓬
延
せ
し
む
る
爲
に
記
載
せ
ざ
う
し
に
竜
非
ず
叉

重
蓬
失
に
墓
く
も
の
に
も
非
ざ
る
≧
ε
が
謹
明
せ
ら
れ
ざ
る
限
う
裁
到
所
は
之
を
却
下
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
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第
四
項
及
第
五
項
も
亦
改
距
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
比
較
的
重
要
な
改
正
で
は
な
い
か
ら
書
及
し
な
い
。

　
（
ハ
）
　
控
訴
理
由
書
に
關
す
る
第
五
百
十
九
條
の
改
正

第
霊
百
十
九
條
は
控
訴
理
由
書
の
提
出
及
共
の
記
載
要
件
に
關
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
改
正
法
に
依
つ
て
改
正
せ
ら

れ
だ
の
は
其
の
第
三
項
第
二
號
及
第
六
項
で
あ
る
。
即
ち
第
三
項
第
二
號
は
從
楽
「
當
事
者
力
主
張
セ
ン
ト
ス
ル
新

ナ
ル
事
實
、
謹
擦
方
法
及
鐙
擦
抗
辮
」
ε
規
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
改
正
法
は
「
取
浦
ヲ
求
ム
ル
謬
細
ナ
ル
理
由
（
控

訴
理
由
）
及
控
訴
ヲ
維
持
セ
ソ
カ
爲
提
出
セ
ソ
ト
ス
ル
事
實
、
謹
擦
方
法
及
謹
擦
抗
辮
ノ
明
確
勇
ル
記
載
」
ε
改
め

た
。
即
ち
改
正
法
k
依
れ
ぱ
、
控
訴
理
由
書
に
は
、
濁
う
新
な
る
事
實
、
鐙
擦
方
法
及
置
擦
抗
辮
を
明
確
に
記
載
せ

ざ
る
可
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
如
何
な
る
理
由
に
因
つ
て
原
鋼
決
の
取
消
を
要
求
す
る
や
、
『
原
勢
決
の
如
何
な
る
顯

が
不
服
な
9
や
を
明
確
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
之
．
手
績
欠
敏
、
實
質
規
定
、
適
用
の
誤
、
鐙
擦
到
蜥

の
誤
等
に
付
詳
細
k
認
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
塾
』
（
讐
一
）

　
而
し
て
こ
の
規
定
の
趣
旨
は
『
こ
れ
k
依
つ
て
裁
剣
所
及
び
被
控
訴
人
を
し
て
控
訴
審
の
手
績
が
如
何
な
る
方
向

に
動
く
べ
き
や
を
可
及
的
蓮
に
知
る
こ
ビ
を
得
せ
し
め
、
以
て
控
訴
審
に
於
け
る
適
當
な
る
準
備
ε
辮
論
の
集
中
ε

を
可
能
な
ら
し
め
ん
ε
す
る
に
在
る
』
（
註
三
）

　
若
し
≧
の
規
定
k
蓮
背
し
『
控
訴
理
由
書
に
控
訴
理
由
を
詳
細
に
且
明
確
に
記
載
せ
ざ
る
時
は
控
訴
は
許
す
ぺ
か

　
　
　
　
　
千
九
百
嵩
十
三
年
十
月
の
潟
逡
民
事
鶴
訟
法
の
改
正
梶
㌶
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



（27の

　
　
　
　
争
・
九
百
ミ
十
三
年
十
一
月
の
漏
凋
遡
罠
事
鵡
必
訟
決
の
改
“
正
忙
“
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

ら
ざ
る
も
の
ピ
し
て
却
下
せ
ら
る
べ
く
（
五
百
十
九
條
b
）
、
新
な
る
事
實
、
隆
篠
方
法
若
く
は
謹
縷
抗
辮
を
明
確
に

記
載
せ
ざ
う
し
時
は
、
五
百
二
十
九
條
第
二
項
に
依
，
、
其
記
載
せ
ざ
ウ
し
こ
ε
が
訴
訟
邊
延
の
故
意
に
塞
く
も
の

k
も
非
ず
又
重
過
失
k
墓
く
も
の
に
竜
非
ざ
る
≧
ε
が
謹
明
せ
ら
れ
ざ
る
限
ウ
、
裁
判
厩
は
之
を
却
下
す
べ
き
も
の

で
あ
る
』
（
註
四
）

　
侮
第
五
百
十
九
條
第
六
項
も
改
正
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
重
要
な
も
の
で
は
な
い
か
ら
省
略
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
直
接
審
理
主
義
強
化
の
爲
k
爲
さ
れ
た
る
改
正

　
（
イ
）
　
鐙
人
訊
問
を
受
命
劉
事
叉
は
受
託
剣
事
に
依
つ
て
爲
し
得
る
揚
合
k
闘
す
る
第
三
百
七
十
五
條
の
改
正

　
從
來
第
三
百
七
十
五
條
は
、
受
命
判
事
又
は
受
託
到
事
に
依
ゑ
置
人
訊
問
を
爲
し
得
る
揚
合
ε
し
て
「
謹
人
ヲ
現

場
昌
於
テ
訊
問
ス
〃
コ
ト
カ
翼
實
ノ
調
査
昌
適
當
ナ
リ
ト
思
料
セ
ラ
ル
〃
場
合
』
（
第
一
項
第
一
號
）
「
受
訴
裁
到
所
昌

於
ケ
ル
詮
擦
調
力
著
シ
ク
困
難
ナ
〃
場
合
し
（
第
蝸
項
第
二
號
）
「
鐙
人
力
裁
剣
所
晶
出
頭
ス
ル
ニ
付
支
障
ア
ル
揚
合
」

（
第
一
項
第
三
號
）
「
鐙
人
力
裁
到
所
ノ
所
在
地
ヨ
リ
著
シ
ク
逡
隔
ノ
地
晶
在
ル
揚
合
」
（
第
一
項
第
四
號
）
の
四
を
規
定

し
て
ゐ
た
が
、
改
正
法
第
百
七
十
五
條
第
一
項
は
「
鐙
人
ヲ
現
揚
一
一
於
テ
訊
問
ス
ル
コ
ト
カ
眞
實
ノ
調
査
晶
適
嘗
ナ

リ
ト
思
料
セ
ラ
ル
ル
場
合
若
ク
ハ
法
律
ノ
規
定
昌
從
ヒ
謹
人
力
裁
判
所
以
外
ノ
揚
厨
晶
於
テ
訊
問
セ
ラ
ル
ヘ
キ
場

合
」
（
第
一
號
）
「
鐙
人
力
受
雛
裁
判
所
昌
出
頭
ス
ル
晶
付
支
障
ア
〃
揚
合
』
（
第
二
號
）
「
鐙
人
力
受
訴
裁
判
所
ヨ
リ
著
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シ
ク
逡
隔
ノ
地
昌
在
リ
テ
受
訴
裁
到
所
二
於
テ
之
ヲ
訊
問
メ
〃
コ
ト
カ
適
嘗
ナ
ラ
ス
ト
思
料
セ
ラ
〃
ル
場
合
」
（
第
三

號
）
ε
規
定
し
た
。

　
こ
の
條
文
の
改
正
に
於
け
る
中
心
鮎
ば
從
來
の
第
二
號
の
履
止
で
あ
る
。
即
ち
改
正
法
に
於
て
は
、
裁
到
所
に
於

て
謹
人
訊
問
を
爲
す
こ
ご
が
著
し
く
困
難
な
ウ
ε
の
理
由
に
因
つ
て
は
受
命
到
事
叉
は
受
託
鋼
事
に
依
る
謹
人
訊
問

は
許
さ
れ
な
い
。
『
例
之
裁
鋼
所
の
負
罐
が
重
し
ε
の
理
由
に
因
ウ
叉
は
鐙
人
が
多
敷
な
ウ
ピ
の
理
由
に
因
つ
て
は

之
を
許
し
得
な
い
』
（
註
匠
）

　
樹
從
來
の
第
四
號
（
改
正
法
第
三
號
）
に
附
加
せ
ら
れ
た
「
受
訴
裁
到
所
二
於
ク
之
ヲ
訊
問
ス
〃
コ
ト
カ
適
當
ナ
ラ

メ
ト
思
料
セ
ラ
ル
ル
揚
合
」
嘘
の
制
限
も
亦
直
接
審
理
主
義
の
例
外
を
狡
め
た
も
の
ご
云
ふ
こ
ε
が
出
來
や
う
。

　
（
ロ
）
　
第
三
百
四
十
九
條
の
改
正

第
三
百
四
十
九
條
は
輩
濁
到
事
の
梅
限
に
關
す
る
規
定
で
あ
る
が
改
正
を
見
た
の
は
其
の
第
二
項
で
あ
る
。
第
一
項

及
第
三
項
は
從
前
の
通
り
で
あ
る
。
即
從
來
同
條
第
二
項
は
、
第
一
項
が
、
そ
の
第
一
號
乃
至
第
五
號
に
列
記
し
た
る

事
項
に
付
箪
濁
到
事
に
於
て
裁
到
を
爲
し
得
べ
き
旨
を
規
定
し
た
る
後
を
受
け
て
「
軍
燭
判
事
ハ
訴
訟
カ
ナ
ル
ヘ
ク

受
訴
裁
判
所
晶
於
ケ
ル
一
回
ノ
辮
論
ロ
一
ヨ
ツ
テ
完
結
ナ
レ
得
ル
ヤ
ウ
準
備
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
鐙
篠
調
力
必
要
ナ
ル

ト
キ
ハ
、
自
由
ナ
ル
判
断
二
從
ヒ
、
自
ラ
鐙
擦
ヲ
決
定
シ
且
之
ヲ
取
調
へ
叉
ハ
之
ヲ
受
訴
裁
到
所
晶
留
保
ス
〃
コ
ト

　
　
　
　
千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
濁
鑑
民
事
墜
訟
法
の
改
正
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
セ
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千
九
百
三
十
三
年
十
刃
の
潤
逸
罠
癖
蔀
訟
法
の
改
正
に
麓
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

ヲ
得
。
訴
訟
力
受
訴
裁
鋼
斯
一
一
於
ヶ
〃
辮
論
二
熟
シ
タ
〃
ト
キ
ハ
職
穫
ヲ
以
プ
右
辮
論
ノ
期
日
ヲ
指
定
メ
ヘ
シ
」
ε

規
定
し
、
輩
濁
剣
事
に
許
す
に
自
由
な
る
判
断
に
從
ひ
鐙
擦
を
決
定
し
且
之
を
取
調
ぶ
る
の
権
を
以
て
し
た
。
然
る

に
改
正
法
は
之
を
「
其
他
軍
濁
剣
事
ハ
訴
訟
ヵ
ナ
ル
ヘ
ク
受
訴
裁
到
所
昌
於
ヶ
ル
一
同
ノ
辮
論
昌
ヨ
ッ
テ
完
結
ナ
レ

得
ル
ヤ
ウ
準
備
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
翠
猫
到
事
ハ
コ
ノ
目
的
ノ
爲
昌
個
々
ノ
謹
擦
ヲ
取
調
フ
ル
マ
ト
ヲ
得
、
但
シ
自

ラ
謹
縷
調
ヲ
爲
ス
謬
ト
ヵ
、
受
訴
裁
劉
所
晶
於
ケ
ル
辮
論
ノ
軍
純
化
ノ
爲
晶
望
Ψ
シ
ギ
ノ
ミ
ナ
ラ
・
ス
同
時
昌
受
訴
裁

剣
所
力
鐙
擦
調
ノ
経
過
昌
直
接
接
鰯
セ
サ
ル
モ
該
鐙
擦
調
ノ
結
果
ヲ
適
當
晶
釧
断
シ
得
ル
モ
ノ
ト
豫
メ
認
メ
得
ル
揚

合
昌
限
ル
。
訴
訟
力
受
訴
裁
劉
所
昌
於
ケ
ル
辮
論
ヲ
爲
ス
昌
熟
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
職
梅
ヲ
以
テ
右
辮
論
ノ
期
日
ヲ
指
定

ス
。
訴
訟
ヵ
癖
論
ヲ
爲
ス
一
一
熟
シ
タ
リ
ヤ
否
ヤ
昌
付
軍
濁
判
事
ト
裁
鋼
長
ト
ノ
聞
晶
意
見
異
ル
ト
キ
ハ
受
訴
裁
釧
所

之
晶
付
裁
到
ヲ
爲
ス
」
ε
改
あ
た
の
で
あ
る
。

　
㌃
の
改
正
の
重
鮎
は
勿
論
鼠
猫
到
事
の
覆
擦
調
に
關
す
る
強
い
制
限
で
あ
つ
て
、
此
塵
に
も
亦
直
接
審
理
主
義
強

化
の
爲
の
立
法
者
の
努
力
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
三
飾
　
自
由
心
鐙
主
義
の
徹
底

　
自
由
心
覆
主
義
を
徹
底
さ
せ
る
爲
立
法
者
は
左
の
如
き
改
正
を
行
つ
た

　
（
イ
）
　
宣
誓
に
擦
る
鐙
擦
の
麿
止
ε
嘗
事
者
訊
問
に
關
す
る
規
定
の
制
恨



（2792

從
來
濁
逸
民
箏
訴
訟
法
に
於
て
宣
誓
に
擦
る
鐙
擦
の
制
度
程
奇
妙
な
る
も
の
は
無
か
つ
た
が
、
こ
の
奇
妙
な
る
存
在

竜
途
に
其
の
委
を
謄
す
≧
ε
に
な
つ
た
。
即
ち
從
來
の
宣
誓
に
依
る
鐙
擦
に
關
す
る
第
四
百
四
十
五
條
乃
至
第
四
百

七
＋
七
條
の
規
定
中
、
形
式
上
第
四
百
四
十
五
條
乃
至
第
四
百
五
十
五
條
が
保
存
さ
れ
他
は
腰
止
せ
ら
れ
た
の
み
な

ら
ず
、
形
式
上
存
在
す
る
第
四
百
四
十
五
條
乃
薫
第
四
百
五
十
孟
條
の
規
定
も
其
の
内
容
は
全
く
別
箇
の
も
の
ε
な

）
、
宣
誓
に
依
る
鐙
擦
の
制
度
は
全
く
綾
止
せ
ら
れ
て
當
事
者
訊
問
に
依
る
鐙
擦
の
制
度
が
之
に
代
う
、
「
當
事
者
宣

誓
二
依
ル
鐙
擦
」
の
表
題
も
「
欝
事
者
凱
問
昌
依
ル
誇
擦
」
ε
改
め
ら
れ
た
。

　
元
來
『
宣
誓
に
依
る
鐙
擦
は
近
代
の
民
事
訴
謎
法
學
に
於
け
る
意
味
に
於
て
は
決
し
て
鐙
擦
で
は
な
い
。
何
ピ
な

れ
ば
、
近
代
の
民
事
翫
訟
法
學
に
於
て
は
謹
擁
ε
は
裁
鋼
官
を
し
て
事
實
に
付
確
信
を
得
せ
し
む
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
宣
誓
に
依
る
詮
擦
は
登
く
形
式
的
な
確
定
手
段
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
宣
誓
が
爲
さ
れ
叉
は

短
絶
せ
ら
れ
た
時
は
、
裁
到
所
は
其
確
信
如
何
に
拘
ら
ず
、
事
實
を
眞
實
な
多
叉
は
眞
實
k
非
ず
ε
認
め
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
』
へ
壁
ハ
）
自
由
心
鐙
主
義
の
徹
底
を
期
す
る
改
正
法
の
下
に
於
て
勘
る
形
式
的
確
定
手
段

が
除
去
せ
ら
惹
べ
き
は
勿
論
の
ヒ
ε
で
あ
る
。
斯
く
て
宣
誓
に
依
る
置
擦
の
制
度
は
今
日
に
於
て
は
僅
か
に
デ
ン
マ

U
ク
に
於
て
當
事
者
訊
問
の
制
度
ε
並
ん
で
存
在
す
る
に
遇
ぎ
ざ
る
こ
ε
、
な
つ
た
。

　
改
正
法
が
認
め
た
る
當
事
者
訊
問
制
度
は
、
『
範
を
主
ξ
し
て
填
國
民
訴
を
取
つ
た
も
の
で
』
釜
七
）
大
髄
に
於
て
我

　
　
　
　
千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
濁
逡
民
事
訴
訟
決
の
改
正
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
狽
題
罠
購
訴
訟
法
の
改
疋
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

國
の
そ
れ
ε
類
似
し
て
ゐ
る
。
即
ち
『
當
事
者
は
謹
人
ε
し
て
で
は
な
い
が
置
人
霊
同
襟
に
、
箏
あ
る
事
實
に
付
知

得
し
だ
る
事
項
を
述
ぶ
べ
く
訊
問
せ
ら
れ
、
共
の
陳
蓮
は
辮
論
の
其
他
の
内
容
及
び
其
他
の
置
擦
調
の
結
果
ε
結
合

し
て
、
裁
判
所
の
自
由
な
る
判
蜥
に
從
ひ
係
雫
事
實
翼
僑
剣
断
の
材
料
ピ
な
る
の
で
あ
る
』
（
髄
八
）
。
當
事
者
の
訊
問

が
補
充
的
な
も
の
で
あ
る
こ
ε
、
営
寒
者
の
申
立
k
因
る
場
合
の
外
裁
到
所
職
横
を
創
て
竜
亦
當
事
者
の
訊
問
を
爲

し
得
る
旨
を
規
定
し
た
る
は
日
本
ε
同
様
で
あ
る
が
南
申
立
に
因
る
場
合
に
於
て
は
原
則
ε
し
て
立
竈
責
任
あ
る
當

事
者
の
串
立
に
因
蚤
其
相
手
方
を
訊
問
す
る
の
で
あ
つ
て
（
第
四
百
四
十
竃
僚
）
立
瞳
責
任
あ
る
嘗
事
者
を
訊
問
す

る
爲
に
は
嘗
事
者
一
方
の
申
立
（
但
し
何
れ
の
常
事
者
た
る
を
問
は
ぬ
）
ε
相
手
方
の
之
に
劃
す
る
同
意
あ
る
こ
ε

を
要
す
る
の
で
あ
る
（
第
四
百
四
十
七
僚
）
。
反
之
職
梅
を
以
て
す
る
場
合
は
、
飢
問
せ
ら
る
べ
き
當
事
者
は
立
霞
責

任
を
有
す
る
者
た
る
ε
否
ε
を
問
は
ず
叉
當
事
者
の
一
方
の
み
を
訊
問
す
る
や
將
叉
双
方
を
訊
問
す
る
や
も
裁
判
駈

の
自
由
で
あ
る
（
第
四
百
四
十
八
條
）
。

　
宣
誓
の
麟
か
ら
云
ム
ε
、
當
事
者
訊
問
は
原
期
ε
し
て
宣
誓
を
爲
醤
し
あ
ず
し
て
之
を
訊
問
す
る
が
、
當
事
者
の

陳
越
の
結
果
が
裁
劉
斯
を
し
て
艦
明
せ
ら
る
べ
き
事
實
に
付
確
信
を
得
せ
し
む
る
に
足
ら
ざ
る
時
は
裁
到
贋
は
當
事

者
k
其
陳
述
し
た
る
所
に
付
宣
誓
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
こ
ε
を
得
る
（
第
四
百
五
十
二
條
第
哺
項
前
段
）
。
即
ち
、
『
當

事
者
の
陳
越
が
そ
の
2
、
で
は
之
に
よ
つ
て
確
信
を
得
る
に
足
ら
ぬ
が
、
欝
楽
蔚
が
其
の
陳
越
し
た
る
こ
定
に
關
し



　
宣
誓
す
る
な
ら
ば
之
を
信
用
し
得
ら
る
、
揚
合
馨
於
て
の
み
宣
誓
せ
し
む
る
こ
ピ
を
得
る
の
で
あ
る
』
盆
九
）
。
當
事

　
者
双
方
を
訊
問
し
だ
る
場
合
に
は
、
同
一
事
實
に
關
す
る
陳
蓮
k
封
す
る
宣
誓
は
當
事
者
の
一
方
の
み
を
し
て
之
を

　
爲
さ
し
む
べ
き
で
あ
る
。
（
同
條
第
一
項
後
段
）
。
禽
宣
誓
は
訊
問
後
宣
誓
で
あ
る
（
同
條
第
二
項
）
。

　
　
當
事
者
訊
問
の
結
果
の
詮
擦
力
に
付
て
は
、
自
由
心
謹
の
原
則
が
例
外
な
し
に
行
は
れ
る
。
（
第
四
百
五
十
三
條
第

　
　
一
項
、
第
二
百
八
十
六
條
）
。

　
　
最
後
に
當
事
者
が
訊
問
に
慮
ぜ
ず
叉
は
訊
問
期
日
に
出
頭
せ
ざ
多
し
揚
合
に
付
一
言
述
べ
や
う
。

　
　
第
四
百
四
十
五
條
に
依
つ
て
立
燈
責
任
あ
る
當
事
者
の
相
手
方
を
訊
問
す
る
揚
合
、
其
者
が
訊
問
せ
ら
る
、
こ
ε

　
を
肯
ぜ
ず
又
は
裁
釧
所
の
要
求
あ
る
に
拘
ら
ず
何
等
陳
越
を
爲
さ
ざ
る
ε
き
は
、
裁
到
所
は
、
一
切
の
事
情
殊
に
捷

　
絶
の
理
由
を
顧
慮
し
、
主
張
せ
ら
れ
た
る
事
實
を
謹
明
せ
ら
れ
た
ウ
ε
認
む
べ
き
や
否
や
を
自
由
な
る
確
信
k
從
つ

　
　
て
裁
鋼
す
べ
く
（
第
四
百
四
十
六
條
）
、
こ
の
規
定
は
、
其
他
の
揚
合
に
於
て
醤
事
者
が
陳
述
若
く
は
宣
誓
を
叛
縄
し

　
　
ね
る
揚
合
，
に
準
用
さ
れ
る
（
第
四
百
五
十
三
條
第
二
項
）
。
叉
當
事
者
が
訊
問
せ
ら
る
べ
き
期
日
叉
は
宣
誓
の
期
日
に

　
出
頭
し
な
か
つ
た
場
合
に
は
、
裁
到
所
は
、
輔
切
の
事
情
殊
に
當
事
者
が
提
出
し
陀
敏
席
の
理
由
を
も
顧
慮
し
自
由

　
　
な
る
心
謹
k
從
ひ
、
當
事
者
が
陳
蓮
を
桓
絶
し
た
る
も
の
ε
認
む
べ
き
や
否
や
を
裁
剣
す
る
（
第
四
百
五
十
四
條
）
。

　職
　
　
倫
、
右
に
伴
つ
て
、
詐
債
宣
誓
及
提
出
宣
誓
に
關
す
る
第
二
百
八
十
七
條
、
第
四
百
二
十
六
條
及
第
四
百
二
十
七

（　
　
　
　
　
　
千
九
百
三
十
三
年
十
月
の
濁
臨
民
事
誘
訟
法
の
改
正
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
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千
一
九
百
三
十
三
隼
十
月
の
潤
蜘
毘
塵
聯
“
訟
法
の
改
正
に
競
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

條
の
規
定
も
改
正
せ
ら
れ
た
。

　
（
・
）
　
謹
人
及
鑑
定
人
の
宣
誓
に
關
す
る
規
定
の
改
正

從
來
鐙
人
の
宣
誓
に
關
す
る
第
三
百
九
十
一
條
は
、

「
燈
人
ハ
、
特
晶
規
定
シ
タ
ル
場
合
ノ
外
、
之
ヲ
シ
テ
宣
誓
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。

嘗
事
者
ハ
宣
誓
ヲ
拠
棄
ス
ル
コ
き
ヲ
得
。
」

ε
規
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
改
正
法
は

「
謹
人
ハ
、
第
三
百
九
十
三
條
ノ
例
外
ヲ
除
キ
、
宣
誓
ヵ
讃
言
ノ
意
義
ヨ
リ
見
ク
必
要
ナ
リ
ト
認
メ
ラ
ル
〃
力
叉
ハ

翼
實
昌
適
シ
タ
ル
鐙
言
ヲ
得
〃
爲
必
要
ナ
リ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
場
合
ニ
シ
ク
且
欝
纂
着
ヵ
宣
誓
ヲ
拠
棄
セ
ナ
ル
場
合
昌

限
り
之
ヲ
シ
テ
宣
誓
セ
シ
ム
ベ
シ
。
」
ε
改
め
た
。
こ
の
規
定
は
第
四
百
二
條
に
依
つ
て
鑑
定
人
の
訊
問
に
準
用
せ
ら

れ
る
。

凱
問
後
宣
誓
主
義
は
改
め
ら
れ
な
ψ
（
第
三
百
九
十
二
條
）
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
節
　
具
賓
義
勝
の
明
定

　
具
實
義
務
は
夙
に
填
國
民
事
訴
訟
法
に
於
て
明
文
を
以
て
規
定
せ
ら
れ
た
（
填
國
民
蔀
第
百
七
十
八
條
）
。
反
之

濁
趣
民
事
訴
訟
法
上
當
事
者
眞
實
を
越
ぶ
る
義
務
あ
ウ
や
否
や
に
付
て
は
從
來
大
な
る
事
を
見
た
。
就
中
、
我
々
櫨
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ワ
ッ
ハ
封
ヘ
ル
ゥ
ィ
ッ
ヒ
の
烈
し
い
論
孚
を
思
ひ
起
さ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。
（
融
＋
）
。
何
れ
竜
訴
訟
法
の
解
羅
論
ε

し
て
論
議
せ
ら
れ
彪
の
で
あ
る
が
、
解
繹
論
ε
し
て
は
寧
ろ
賛
成
者
少
な
か
ウ
し
ヘ
ル
ウ
ィ
ッ
ヒ
一
涙
の
議
論
が
、
こ

の
度
の
改
正
に
當
ウ
翼
實
義
務
を
明
定
し
た
る
第
百
三
十
八
條
第
輔
項
を
生
む
に
至
つ
た
の
は
、
一
に
彼
の
議
論
が

訴
訟
の
目
的
を
疋
當
に
鶴
識
し
、
こ
の
目
的
に
根
ざ
し
て
立
論
せ
ら
れ
た
が
爲
に
外
な
ら
臓
ε
考
え
ら
れ
る
（
蝕
＋
一
）
。

　
翻
つ
て
、
第
百
三
十
八
條
を
見
る
k
，
從
禦
同
條
は
共
の
第
輔
項
に
於
て
「
各
當
亭
者
ハ
相
手
方
力
主
張
シ
タ
ル

事
實
二
付
陳
越
ヲ
爲
ス
ぎ
｝
ヲ
要
ス
」
ε
規
定
し
、
第
二
項
及
第
三
項
に
於
て
は
、
我
國
民
訴
第
百
四
十
條
第
一
項

及
第
二
項
ε
同
じ
く
擬
制
的
自
臼
及
不
知
の
陳
述
に
關
し
て
規
定
し
て
ゐ
π
の
で
あ
る
が
、
改
正
法
は
同
條
第
輔
項

ε
し
て
「
當
事
者
ハ
事
實
上
ノ
事
情
昌
關
ス
ル
陳
述
ヲ
完
全
晶
且
奨
實
一
一
從
ッ
テ
爲
ス
コ
ト
ヲ
要
ス
」
ε
の
規
定
を

挿
入
し
、
從
楽
の
第
一
項
乃
至
第
三
項
は
順
次
第
二
項
以
下
に
繰
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
規
定
に
依
つ

て
、
民
事
訴
訟
に
於
て
も
亦
當
事
者
は
誠
實
k
訴
訟
を
實
施
す
べ
く
、
虚
言
を
爲
し
叉
は
陳
蓮
を
暖
昧
に
し
以
て
具

實
の
登
見
を
困
難
な
ら
し
む
る
≧
ε
の
許
さ
れ
ざ
る
之
冠
が
明
ら
か
k
な
つ
た
の
で
あ
る
。
≧
の
義
務
の
内
容
、
義

務
蓮
反
の
場
合
に
於
け
る
敷
果
等
に
付
、
濁
逸
の
學
界
に
於
て
も
禽
大
ψ
に
論
議
せ
ら
る
べ
き
所
で
あ
ウ
、
我
國
民

事
訴
訟
り
問
題
ε
し
て
も
亦
研
究
す
べ
き
斯
が
頗
る
多
ψ
ε
思
ふ
が
、
こ
れ
は
幅
日
の
砺
究
に
委
ね
や
う
ε
思
ふ
。

　
以
上
に
於
て
大
饅
改
正
の
要
鮎
を
述
べ
る
こ
ピ
が
出
來
セ
ε
思
ふ
。
勿
論
こ
の
他
の
鐵
に
於
て
も
目
的
主
義
の
立

　
　
　
　
千
九
百
三
十
三
』
年
十
月
の
櫛
“
逸
民
富
甲
訴
訟
法
の
改
正
に
凱
脚
て
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獅
逸
民
審
聯
訟
法
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改
正
に
凱
㎜
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場
か
ら
種
々
の
改
正
が
爲
さ
れ
て
ゐ
る
が
此
塵
に
蓮
べ
る
必
宴
も
な
い
ε
恩
ム
か
ら
宥
略
す
る
。
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男
g
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・
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旨
え
律
品
8
彗
山
蝿
9
0
噌
甘
山
窃
N
一
急
℃
唖
o
器
器
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♂
o触
・
呂

　
娼
亀
蕊
寧
ぎ
ぎ
冒
魯
㎏
昌
鋤
躍
・
　
ヘ
ル
ウ
ィ
ッ
ヒ
は
　
眞
實
義
務
は
訴
訟
の
目
的
よ
り
営
然
翻
め
ら
る
る
嚢
務
で
あ
る
。
民
事
訴

　
訟
は
灌
利
保
護
の
爲
設
け
ら
れ
た
國
家
的
設
備
で
あ
つ
℃
、
偶
“
．
然
に
よ
っ
℃
勝
負
が
決
し
叉
は
技
巧
及
背
徳
の
縫
が
勝
訴
す
る
が
如

　
き
設
備
で
ぼ
な
い
と
力
畿
し
（
萄
鐸
ぴ
饗
劃
鍔
9
蒙
）
、
ウ
ル
ツ
ェ
ル
も
亦
之
に
餐
し
て
、
償
蜜
の
調
登
と
慮
言
の
許
容
と
は
統
」

　
し
得
ざ
る
矛
盾
で
あ
る
と
な
し
て
ゐ
る
（
譲
窺
器
5
騨
鉾
P
由
騨
鼠
｝
堕
劇
哩
ε
o
鐡
に
E
賞
で
あ
る
と
云
は
ね
ぱ
な
ら
ぬ
o

　
第
三
章
結
論

以
上
を
婆
す
る
k
、
ヒ
の
改
正
は
、
訴
訟
の
本
質
か
ら
眞
實
の
機
見
及
び
手
績
の
訊
蓮
ε
愛
ふ
二
個
の
要
求
を
毅



見
し
、
≧
の
二
個
の
要
求
を
可
及
的
満
足
せ
し
む
る
手
段
ε
し
て
辮
論
の
集
中
、
直
接
審
理
主
義
の
張
化
、
自
由
心

詮
主
義
の
徹
底
及
ぴ
眞
實
義
務
の
明
定
を
選
び
、
こ
れ
に
慮
じ
て
個
々
の
規
定
の
改
正
を
爲
し
陀
る
も
の
ピ
曇
ふ
≧

ε
が
出
來
る
9
果
し
て
こ
れ
ら
の
手
段
に
依
ウ
前
記
二
個
の
要
求
が
満
足
せ
し
あ
ら
る
、
や
否
や
は
さ
て
あ
き
、
立

法
者
が
特
k
改
正
法
の
前
文
を
以
て
眞
實
の
登
見
及
手
績
の
題
蓮
が
民
事
訴
訟
法
に
訣
く
可
ら
ざ
る
要
求
で
あ
う
．

辮論集中

主
義
ε
云
ひ
直
接
審
理
主
義
ε
云
ひ
自
由
心
謹
主
義
ε
云
ふ
畢
覧
右
の
要
求
を
浦
足
せ
し
む
る
の
手
段
に

逡
ぎ
ざ
る
こ
ε
を
明
ら
か
に
し
た
ヒ
ε
は
、
民
事
訴
訟
の
歴
史
に
於
て
特
筆
す
べ
き
こ
ε
で
あ
互
。
民
事
訴
訟
の
前

途
に
多
大
の
光
朋
ε
暗
示
ピ
を
與
へ
た
も
の
ε
云
は
ね
ぱ
な
ら
な
い
。

　
荷
最
後
に
こ
の
改
正
法
律
は
千
九
百
三
十
四
年
一
月
輔
日
よ
り
施
行
せ
ら
れ
た
こ
ε
を
附
記
す
る
。
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十
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濁
逡
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訴
訟
法
の
改
正
に
蕊
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